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　本論文は序章および終章を含め以下の 9 章で構成されている（本文 206 頁、図 11、表 22、参
考文献 282 点）。
　序　章
　第 1 章 先行研究の検討
　第 2 章 役割が明らかでない役職のない中高年看護師の役割認識（分析 1）
　第 3 章 看護師長が持っている役職のない中高年看護師への役割期待（分析 2）
　第 4 章 役割が明らかである認定看護師の役割獲得過程（分析 3）
　第 5 章 役割が明らかでない中高年看護師の役割獲得過程（分析 4）
　第 6 章 看護師長の役割のない中高年看護師への役割付与に関する認識変化の過程（分析 5）








































　第 5 章では、役割が明らかでない中高年看護師の役割獲得過程に関して、第 2 章と同じ対象者














　第 7 章では、第 2 章から第 6 章までの５つの分析結果を踏まえて、４つの研究としての問いに































　2020 年 1 月 16 日の第 9 回大学院福祉社会開発研究科福祉経営専攻会議において、鈴江智恵氏
の博士学位論文が受理され審査委員会が設置された。学内審査委員３名（中島明彦、柳在相、山上




































































　2020 年 1 月 30 日 19:00 より鈴江智恵氏に対する最終試験（口頭試問）を行った。はじめに鈴
江氏から本論文の一次審査、公開発表会等で指導や指摘された事項について改善を行った点および
本論文の意義について簡潔に説明がなされた。各審査委員からは、事前に行った論点整理に基づき
研究としての意義や貢献、弱点や疑問点と今後の課題などについて質問や指摘が行われた。これに
対し鈴江氏は真摯に応答し、また内容も適切で、弱点や不足する点についても自覚的であり今後の
研究課題としたいと述べた。
　最後に外国語の学力に関する審査を行った。鈴江氏の論文には、英語の引用文献が 53 点（うち
邦訳 23 点）あり、邦訳についても原著に当たっているため充分と思われた。さらに提出された英
文要旨の中からランダムに文節を取り上げ読解を指示したところ、適切に応答したので基礎的な学
力があるものと認定した。
４．結論
　本審査委員会は、学位申請者鈴江智恵氏は日本福祉大学学位規則第 12 条により、博士（福祉経
営）の学位を受けるにふさわしいものと判断し、合格と判定する。
以上
